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いわき市の仮設校舎で３校と幼

稚園が一緒に授業を行っています。

双葉中以外は、国道６号線から校

舎を見ることができます。

双葉中
ふたば未来学園高校の開校と

ともに、再開時期を示さないま

まの「休校」。国道６号線から

はグランドがかろうじて見える

くらいか。

帰還困難区域

中間貯蔵

エリア
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平
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大野小校舎、県立大野病院、

など、大熊町の町内の様子を見

ることができます。

至 浪江・仙台

常磐道での空間放射

線量が最大地点。電光

表示板あり。

帰還困難区域の「本当」の状況が

分かります。荒れ放題の田んぼ、草

木が伸び放題の民家・・・。
国道６号線は、「二輪車・歩行」は禁止。自動車も、帰

還区域内での停車は禁止。国道からの支道の部分は、バリ

ケードで封鎖。双葉町内から大熊町内まで、そのバリケー

ドは続きます。どう見ても「異様」な光景です。
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双葉町と大熊町の国道6号線

から海側（東側）ほとんどが、

中間貯蔵施設となっています。

国や町の所有地、地権者との契

約が済んだ土地から、県内の汚

染度などの放射性廃棄物が搬入

されたり、各施設が建設された

りしています。

会津若松市の仮設校舎や廃校

になった校舎を借りて授業をし

ています。授業再開時は、２／

３程度の児童生徒が在籍してい

ましたが、1年ごとにほぼ半減

し、大野小と熊町小の卒業生の

ほとんどは中学入学時に大熊中

以外の学校を選択する状況です。

至 冨岡・いわき

開通してません。

【注意】この図は視察ポイントを案内するものです。実際の地図とは大きく異なります。カーナビや地図などで確認してご活用ください。

双葉地方平和フォーラム・福島県教組双葉支部作成

役場

大川原地区。ここが、大熊町の復興拠点になるとこ

ろです。帰還する住民用の住宅や、東電社員、その他

作業員の宿舎や事務所がたくさん建設されています。

数年後には、学校もこの地区で再開される予定です。

（大熊町役場大川原連絡事務所）

役場本来の機能は、まだ会津若

松市にあります。

双葉町

役場

双葉翔

陽高校

「ふたば未来学園」

の開校とともに休校。

さらに、このファイルは、修正・追加。削除しながら、随時更新していきます。ご了承ください。


